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令和 7 年度 西公園（北側区域）の整備に関する市民アンケート調査 

結果概要 

 

 西公園の利用実態や魅力向上に向けたニーズ、利活用方策の方向性等を把握し、今後の官民連携を

図る上での基礎資料とすることを目的として、西公園の利用者に対しアンケート調査を実施しました。 

 その結果を以下に記載いたします。 

 

（１） アンケート調査の概要 

調査手法 Web アンケート調査 

調査対象 西公園非利用者も含めた仙台市在住の方 

サンプル数 400 サンプル（利用者：300 サンプル 非利用者：100 サンプル） 

調査目的 
西公園の利用実態や魅力向上に向けたニーズ、利活用方策の方向性等を把

握し、今後の官民連携を図る上での基礎資料とする 

調査期間 令和 7 年 4月 28 日（月）～令和 7年 4 月 30 日（水） 

 

（２） 調査項目 

 

  

アンケート項目目的
【問1】⻄公園北側区域の利⽤状況
・利⽤頻度・来訪⼿段・利⽤する主な曜⽇・利⽤時間帯・平均滞
在時間・同伴者の構成・利⽤目的

⻄公園北側区域の利
⽤傾向を明らかにする。

【問2】周辺エリアの⽴ち寄り状況
・よく⽴ち寄る周辺エリア

現状の回遊状況を明
らかにする。

【問3】求められる機能（施設）
①整備してほしい施設⇒カフェ、宿泊施設、ビュースポット、等
②開催して欲しいイベント⇒キッチンカー、子供向けのアフタースクー
ル、ライトアップ、等

人気の事業や想定さ
れるターゲットを明らか
にする。

【問4】施設整備の方向性
⻄公園北側区域の⺠間活⼒導⼊による施設整備⽅針の中であな
たのお考えに最も近いものを教えてください。

住⺠が考える事業の
⽅向性を明らかにする。

【問5】⾃由意⾒
⻄公園の整備に関するその他ご意⾒・ご要望などがありましたら教え
てください。

⻄公園に対する意⾒・
要望を明らかにする。
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（３） 調査結果 

① 西公園北側区域の利用状況 

・利用者の約 4 割は、利用頻度が「年に 1～3 回程度」となっており、「月に 1 回以上」は約 1 割に

留まる。比較的に若い年代や「青葉区」の居住者は利用頻度が高い傾向が見られる。 

 

 
  

図 利用頻度 図 年齢別の利用頻度 図 居住区別の利用頻度 

 

・利用目的は、「散歩、ジョギング」「イベント」「休憩」がメインとなっている。 

 

 

図 利用目的 

 

・平均滞在時間は、利用者のうち約 8 割は「1 時間未満」となっている一方で、一部の利用者は「1

時間以上」滞在する人も見られる。比較的に若い年代は平均滞在時間が短い傾向が見られる。 

 

  

図 平均滞在時間 図 年齢別の平均滞在時間 
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・来訪手段は、「徒歩」「鉄道（地下鉄）」「自家用車」がメインとなっている。また、「泉区」及び「太

白区」は地下鉄南北線の勾当台公園駅からのアクセスが優位となっている。利用者のうち約 3 割

は「自家用車」「バイク・自転車」を利用しており、駐車場や駐輪場の確保の必要性が伺える。 

 

  

図 来訪手段 図 居住区別の来訪手段 

 

・利用曜日は、「イベント時」の利用が最も多いものの、一定数は「平日」の日常利用も見られる。 

 

 

図 利用曜日 

 

② 周辺エリアの立ち寄り状況 

・勾当台公園駅や仙台駅から西公園への導線にある「勾当台・定禅寺通エリア」「青葉通・一番町エ

リア」との回遊状況が比較的多く見られる。 

 

 
 

図 エリア位置図 図 立ち寄りエリア 
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③ 求められる機能 

・平日は散歩やジョギング、休憩などの日常利用がメインであり滞在時間が短いため、「屋外休憩施

設」に対する要望が多く挙がっているものと考えられる。一方で、イベント時は滞在時間が長く

なる傾向にあることから、「駐車場」や「カフェ」、「キッチンカー」や「フードマーケット・マル

シェ」に対する要望が多く見られる。 

 

  
図 利用曜日別の平均滞在時間 図 利用曜日別の利用目的 

  

 

 

図 利用曜日別の整備してほしい施設  

 

④ 施設整備の方向性 

・利用曜日は、「イベント時」の利用が最も多いものの、一定数は「平日」の日常利用も見られる。 

 

 

図 施設整備の方向性 

 

＜その他＞ 

・温水プール 

・子供の遊び場 

・直売所 

・ペットスペース 等 


